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　自主財源とは、村税・

分担金及び負担金・使用

料及び手数料など、自治

体が自らの意志に基づい

て徴収できる財源です。

自主財源とは

　依存財源とは、地方交

付税・国県支出金など、

国や県から交付を受けた

収入をいいます。

依存財源とは

（単位：千円）

■国民健康保険　歳入　462,580
　　　　　　　　歳出　448,883

■老人保健　　　歳入　　　525
　　　　　　　　歳出　　　525

■簡易水道　　　歳入　44,139
　　　　　　　　歳出　42,857

■国民健康保険病院
　　　　　　　　歳入　509,500
　　　　　　　　歳出　481,599

■電　　気　　　歳入　29,085
　　　　　　　　歳出　30,966

■介護保険　　　歳入　324,032
　　　　　　　　歳出　317,870

■後期高齢　　　歳入　76,826
　　　　　　　　歳出　76,487

■ケーブルネットワーク
　　　　　　　　歳入　60,935
　　　　　　　　歳出　59,963

※（　　％）は構成比

我が家の家計簿
（椎葉村の財政状況）

平成22年度の決算を報告します

【特別会計】
【一般会計】

※（　　％）は構成比
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【総 務 費】
携帯電話鉄塔整備事業（中山・栂尾地区） 41,568
地 域 情 報 基 盤 整 備 事 業 1,158,638
お お も り 歯 科 新 築 事 業 65,296
役 場 庁 舎 改 築 事 業（ 22 年 度 分 ） 86,599
村 営 バ ス 運 行 関 連 業 務 委 託 42,943
地 籍 調 査 事 業（ 木 浦・ 胡 麻 山 ） 98,920
平 家 ま つ り 23,000

【民 生 費】
児 童 館・ へ き 地 保 育 所 運 営 費 68,056
児 童手当・子育て応援特別手当 43,156
鹿 野 遊 保 育 所 改 修 事 業 20,600
介 護 予 防 事 業 12,500
大 河 内 保 育 所 改 築 事 業 12,458
こ ど も 医 療 費 助 成 7,823

【衛 生 費】
健 康 診 査 事 業（ ガ ン 検 診 等 ） 14,449
予 防 接 種 事 業 9,278
し 尿 処 理 業 務 委 託 54,216
合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 事 業 3,881

【労 働 費】
ふるさと雇用再生特別基金事業 22,827
緊 急 雇 用 対 策 事 業 19,631

【農林水産業費】
林 道 開 設 改 良 事 業 157,490
中山間地域等直接支払制度交付金事業 39,672
口 蹄 疫 影 響 緩 和 緊 急 支 援 事 業 31,578
公 有 林 整 備 事 業 45,492
椎 茸 生 産 関 連 事 業 31,951
森林整備地域活動支援交付金事業 52,564

【土 木 費】
地域住宅交付金事業（公営住宅整備） 136,739
村 道 維 持 事 業 118,738
村 道 改 良 舗 装 事 業 254,566
治 山 関 連 事 業 46,412

【消 防 費】
小 型 ポ ン プ 購 入 事 業 2,982
消 防 機 庫 建 設 補 助 2,000
衛 星 携 帯 電 話 整 備 事 業 6,790

【商 工 費】
鶴 富 屋 敷 周 辺 整 備 事 業 11,658
観 光 施 設 維 持 管 理 事 業 5,778
プ レ ミ ア ム 商 品 券 2,393

【教 育 費】
大 河 内 小 学 校 改 築 事 業 193,751
椎 葉 中 学 校 武 道 場 整 備 事 業 63,189
椎 葉 中 学 校 体 育 館 改 築 事 業 93,617
高 校 生 生 活 支 援 補 助 金 9,480
奨 学 金 貸 付 事 業 33,300
十根川伝建保存地区修理事業補助 22,836
開 発 セ ン タ ー 屋 根 修 繕 工 事 29,685

平成22年度　一般会計の主な事業　（単位：千円）

　平成 22 年度一般会計の決算額は、
歳入総額 72 億 8,031 万 2 千円（前年度
比 26.1％増）に対し、歳出 61 億 9,737 万
6 千円（24.8％増）となり、差引 10 億
8,293 万 6 千円で翌年度繰越財源は 8
億 5,611 万 9 千円、実質 2 億 2,681 万
7 千円の黒字となりました。
　また、自治体の財政状況を示す数値、
経常収支比率は 73.5％（4.3％減）、実
質公債費比率は 14.3％（1.8％減）とな
りました。
　今後は税収の減、国・県補助金の削
減、東北大震災や全国的な台風災害に
より交付税が見込めないため、財政事
情は極めて厳しい状況にありますが、
諸政策を総合的かつ計画的に推進しな
がら、引き続き経費節減に努め、財政
構造の弾力化、さらには効率的財政運
営の構築を目指していきます。

■財政力指数　0.18（町村平均 0.33）
　市町村の財政力を示す指数。１に近いほど普通交付税算定上
の留保財源が大きく、財源に余裕があります。
■経常収支比率　73.5％（町村平均 81.1％）
　財政構造の弾力性を測定する指標。この比率が低いほど新た
な行政需要に弾力的に対応し、経済変動にも的確に対処するこ
とが容易になります。
■実質公債費比率　14.3％（町村平均 12.8％）
　自治体収入に対する借金返済額の比率。従来の起債制限比率
には反映されなかった一般会計から特別会計への繰り出し金も
含まれ、自治体の財政実態をより正確に把握できます。18％以
上になると、新たに地方債を発行して借金をする際、財政運営
の計画を立てて国や都道府県の許可が必要となります。25％以
上だと、単独事業の地方債が一部認められなくなり、起債制限
団体となります。
■積立金現在高　29 億 9,289 万 3 千円
　特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てたもの。ま
たは定額の資金を運用するために設けられているもののことです。

決算の概要財政の状況と用語の説明



Public Relations of  SHIIBA �2011（H23）10月号

『
私
に
と
っ
て
の
水
』　　
　
　
　

  
松
尾
中
学
校　

３
年　

安
藤
有
希

　
「
ま
た
、
水
が
出
ら
ん
と
。」

　

今
年
の
冬
、
私
た
ち
は
今
ま
で
に
な
い
寒
さ
に
襲
わ
れ
た
。
私
の
家
で
は
、
山
水
で
、
山

を
通
っ
て
く
る
黒
く
太
い
ホ
ー
ス
は
、
一
年
中
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
ホ
ー
ス
を
、

冬
の
寒
さ
が
直
撃
し
た
。
三
日
以
上
、
水
が
出
な
か
っ
た
。
私
は
、
水
を
使
え
な
い
こ
と
が

い
や
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
数
ヶ
月
後
、
こ
の
三
日
間
が
本
当
に
ち
っ
ぽ
け
な
も

の
だ
と
思
う
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。

　

三
月
十
一
日
、午
後
二
時
四
十
六
分
。
東
北
、
関
東
を
襲
う
大
地
震
が
起
こ
っ
た
。
私
は
、

そ
の
地
震
の
こ
と
を
学
校
で
知
ら
さ
れ
た
。
頭
か
ら
一
瞬
、
何
か
が
ス
ッ
と
出
て
い
く
よ
う

な
感
覚
に
お
そ
わ
れ
た
。
私
も
、
台
風
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
他
の
こ
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
地
震
の
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
地
震
か
ら
何
日
も
過
ぎ
た
。

　

私
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
た
津
波
の
映
像
に
衝
撃
を
受
け
た
。
空
港
、
家
、
車
、
田
、

津
波
は
、
す
べ
て
を
お
お
い
つ
く
し
て
い
っ
た
。
私
は
、
冬
の
間
、
水
が
出
な
い
の
が
い
や

だ
と
言
っ
て
い
た
自
分
が
情
け
な
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
東
北
や
関
東
の
人
た
ち
は
、
津

波
で
家
や
家
族
、
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
い
た
。
水
の
驚
異
は
私
た
ち
に
も
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
。

　

し
か
し
、
水
は
人
間
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
私
も
深
く
水
と

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

私
の
住
む
椎
葉
村
は
、
九
州
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
山
に
囲
ま
れ
た
村
で
あ
る
。

私
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
椎
葉
の
山
、
川
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
。
椎
葉
の
春
夏
秋
冬
は

と
て
も
き
れ
い
だ
。
私
は
、
特
に
夏
が
大
好
き
だ
。
夏
に
な
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
川
で
泳

ぎ
、
魚
を
捕
ま
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
夏
の
一
番
の
楽
し
み
だ
。
川
は
、
暑
さ
に
負
け
そ
う

な
私
に
、
涼
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
力
強
い
緑
や
黄
緑
の
山
は
、
小
さ
な
木

陰
で
疲
れ
た
私
を
い
や
し
て
く
れ
る
。

　

私
は
、
最
近
ま
で
山
と
水
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今

年
、
山
と
水
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
年
は
、宮
崎
県
で
雨
の
降
ら
な
い
日
が
続
い
て
い
た
。「
水
不
足
」で
あ
る
。
県
内
で
は
、

水
不
足
の
影
響
で
米
が
育
た
な
い
こ
と
、
木
が
枯
れ
始
め
た
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
私
も
そ
の
影
響
を
身
近
で
感
じ
た
の
だ
。
山
が
枯
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ

の
問
題
に
い
ち
早
く
気
づ
い
た
の
は
、
祖
父
だ
っ
た
。
祖
父
は
、
山
の
仕
事
を
ず
っ
と
し
て

い
た
。
山
が
枯
れ
て
い
く
こ
と
は
、
祖
父
に
と
っ
て
悲
し
い
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
私

も
祖
父
に
言
わ
れ
て
初
め
て
気
づ
い
た
。
山
を
見
る
と
、大
き
な
山
林
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、

ポ
ツ
ポ
ツ
と
茶
色
い
木
が
少
し
だ
け
あ
っ
た
。そ
の
色
は
日
を
お
う
ご
と
に
増
え
て
い
っ
た
。

悲
し
か
っ
た
。

　

山
は
、
雨
水
を
利
用
し
、
土
や
木
に
水
分
を
蓄
え
る
。
そ
し
て
、
雨
水
を
含
ん
だ
土
地
は

固
く
な
り
、
木
は
大
地
に
力
強
い
根
を
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
、
土

は
乾
燥
し
ボ
ロ
ボ
ロ
の
土
に
な
る
。
土
地
の
乾
燥
は
、
土
砂
崩
れ
が
起
こ
る
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。
私
た
ち
は
、
知
ら
な
い
間
に
水
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

私
は
、
今
年
、「
水
の
あ
り
が
た
さ
」「
水
の
驚
異
」
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
水
が
あ

る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
生
活
だ
と
思
っ
た
。
冬

に
水
が
使
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
に
な
っ
て
、

水
の
大
切
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

う
。
東
北
・
関
東
大
震
災
は
、
こ
れ
か
ら
復
興

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
水
不
足
は
ま
だ
続
い
て

い
る
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
水
を
大
切
に
使
っ
て

い
こ
う
と
思
う
。
日
常
生
活
の
中
で
、
顔
や
手

を
洗
う
時
、
茶
わ
ん
を
洗
う
時
、
様
々
な
節
水

が
で
き
る
。
私
も
、
私
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

節
水
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
私
は
、
今
ま

で
に
、
た
く
さ
ん
の
水
に
助
け
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
水
に
助
け
て
も
ら
わ

な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
水

を
思
う
心
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
、
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

第
33
回
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、
県
下
中
学
校
か
ら

２
９
２
編
の
応
募
が
あ
り
、松
尾
中
学
校
３
年
生
の
２
人
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
１
９
，６
１
８
の
作
品
か
ら
安
藤
有
希
さ
ん
の
作
文
が
全
国
で
入
選
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
安
藤
有
希
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

第
33
回　
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

松
尾
中
学
校  

安
藤 

有
希 

さ
ん（
３
年
）
全
国
で
入
選
！

　
　
　
　
　

  

那
須 

由
佳 

さ
ん（
３
年
）
県
優
秀
賞
！

▲左から那須由佳さん、安藤有希さん



● ＲＳウイルスは、気管や肺などの呼吸器に感染します。
● 軽い風邪のような症状ですむ場合から、気管支炎や肺炎などの重い症状まで様々です。
● 初めてかかった場合には、25〜40％の子どもで気管支炎や肺炎の徴候が見られています。
● ほとんどが７〜12日で徐々に回復してきます。
● 重症になると呼吸困難などを起こし入院が必要となる場合もあります。
● 死亡例もあります。
● 年齢が上がるほど症状は軽くなり、年長児以上になると重症となることは少なくなります。
● 大人の場合は、普通の風邪のような症状で済むことがほとんどです。

● 唾液や鼻水が付着したおもちゃ、これらに触れた手を介して感染します。
● 咳やくしゃみによっても感染します。

● ４〜６日

● 手洗い
● うがい
● マスクの着用
● おもちゃやドアノブ、手すりなどの消毒

※アルコールや塩素系の漂白剤を
薄めたもので消毒できます。

　２リットルの水に対して、キャッ
プ２杯の漂白剤を加えると消毒
液が出来ます。

「たばこ」です。
たばこの煙を吸うことにより、感染症にかかりやすくなったり、
症状が悪化したりします。
自分の健康、周囲の人、子どもの健康のためにも禁煙を心がけ
ましょう。

Public Relations of  SHIIBA � 2011（H23）10月号

健 康 だ よ り №167
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０

ＲＳウイルスをご存知ですか？
　冬に流行する感染症で、子どもの気管支炎や肺炎の原因となる代表的なものです。
　生後１歳までにほぼ半数、２〜３歳までにはほぼすべての子どもが感染します。毎年流行しますが、今年は
例年よりも多いペースで患者さんが出ています。
　感染症予防の基本である「手洗い・うがい」をしっかり行い、様々な冬の感染症から身を守りましょう。

○症状は？

○感染経路は？ ○潜伏期間は？

○予防方法

○そして、忘れてはいけないのが ･･･
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椎
葉
村
で
は
、「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」

を
活
用
し
た
人
材
育
成
事
業
と
し
て
「
青
少

年
海
外
友
好
の
翼
」
事
業
を
開
始
し
、
今
年

度
で
20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
度
か
ら
「
ア
ジ
ア
友
好
の
翼
」

事
業
を
開
始
し
、
村
内
在
籍
の
中
学
３
年
生

全
員
を
対
象
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
し
て

お
り
、
相
手
校
で
あ
る
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ク
ー
ル
と
交
流
し
、
現
地

学
生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
な
ど
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
椎
葉
村
側
で
も
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
の
学
生
親
善
交
流
使
節
団
を
受

け
入
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
交
流

学
習
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
を
深
め
る
活
動

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
際
化
社
会
に
あ
る
現
代

に
あ
っ
て
、
次
代
を
担
う
青
少
年
が
広
く
海

外
に
目
を
向
け
、
生
活
や
歴
史
・
文
化
に
積

極
的
に
接
し
、
近
隣
諸
国
に
対
す
る
理
解
と

交
流
を
深
め
、
国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る

国
際
色
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

  

事
業
費
は
村
補
助
金
３
，９
２
７
千
円
と
負

担
金
１
，５
０
０
千
円
の
総
額
５
，４
２
７
千

円
で
す
。

　

今
年
度
も
７
月
27
日
か
ら
31
日
の
４
泊
５

日
（
１
泊
は
機
内
）
で
行
わ
れ
、
椎
葉
中
学

校
16
人
、
松
尾
中
学
校
７
人
、
引
率
６
人
の

計
29
人
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

海
外
体
験
を
通
し
て
異
文
化
に
触
れ
て
貰

い
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
資
す
る
。

　

こ
の
友
好
の
翼
は
、
本
村
が
独
自
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

研
修
生
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
初
の
海
外

体
験
で
幾
多
の
不
安
が
あ
る
中
、
異
国
で
の

異
文
化
体
験
は
本
人
が
意
識
し
な
く
て
も
多

く
の
価
値
観
を
身
に
つ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
言
葉
は
勿
論
の
こ
と
自
然
、食
、

生
活
様
式
、
そ
し
て
宗
教
と
多
く
の
違
い
に

気
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

不
安
や
迷
い
か
ら

一
歩
踏
み
出
す
勇

気
。
そ
こ
か
ら
新
し

い
発
見
が
生
ま
れ
ま

す
。「
泣
こ
か
い
。
飛

ぼ
か
い
。
泣
く
よ
か

ひ
っ
飛
べ
。」
鹿
児

島
の
教
え
で
す
。

【
ア
ジ
ア
友
好
の
翼
事
業
】

甲斐 眞后 教育長

平成23年度　アジア友好の翼事業

〜一歩踏み出す勇気〜
特集『一歩』

『
価
値
観
の
変
化
と

多
く
の
発
見
』
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平成23年度　アジア友好の翼事業

　

結
団
式
で
、
私
は
生
徒
た
ち
に
「
今

回
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
訪
問
を
通
し
て
、

文
化
の
違
い
や
英
語
で
話
す
こ
と
の
難

し
さ
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
感
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
日
本
、
椎

葉
村
の
素
晴
ら
し
さ
を
何
か
ひ
と
つ
で

も
い
い
か
ら
見
つ
け
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

  

そ
し
て
、
解
団
式
で
「
何
か
ひ
と
つ

で
も
素
晴
ら
し
い
と
思
え
る
こ
と
は
見

つ
か
り
ま
し
た
か
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

全
て
の
生
徒
が
「
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
た
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
回
の
研
修
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
で
す
か
」
と
尋
ね
て
も
、
全

員
が
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
た
、
海
外
に
行
っ
て
み
よ
う
」
と

思
っ
た
生
徒
も
多
く
お
り
、そ
う
思
え
る

生
徒
が
多
く
い
て
く
れ
る
の
も
、
今
回

の
事
業
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

出
発
す
る
前
に
は
、「
英
語
で
会
話
で

き
る
だ
ろ
う
か
」、「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家

族
は
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
か
」
な
ど
た
く

さ
ん
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
不
安
を
打
ち

消
し
た
の
は
、
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
親
身
な
関
わ
り

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
な
ん
と
言
っ
て
も

生
徒
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
だ
と
思

い
ま
す
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
筆
談
を
交
え

た
体
当
た
り
の
英
会
話
と
そ
の
努
力
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
証
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
体
験
に
よ
っ
て
、
何
事
に
も

誠
心
誠
意
を
込
め
て
当
た
れ
ば
、
必

ず
よ
い
結
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
事
業
で
得
た
貴
重
な
体
験
を

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
中
で
、
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

解
団
式
の
時
に
聞
い
た
「
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
思
っ
た
日
本
。
椎
葉
村
の
素

晴
ら
し
い
こ
と
」
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
「
素
晴
ら
し
い
こ
と
」
も
、

今
回
の
事
業
に
参
加
し
て
得
ら
れ
た
宝

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る

国
や
地
域
の
よ
さ
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
中
で
生
き
る
基
盤
と
し
て
ほ
し
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
ア
ジ
ア
友
好
の
翼

事
業
を
終
え
て
』

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ

ぼ
中
央
、赤
道
直
下
に
位
置
し
、63
の
島
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
人
口
は
約
５
０
０
万
人
、
面
積
は

６
９
３
平
方
㎞
で
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
人

口
密
度
が
世
界
で
２
番
目
に
高
い
国
で
す
。

　

天
気
は
熱
帯
雨
林
気
候
な
の
で
１
年
を
通
し
て

蒸
し
暑
い
国
で
す
。

　

言
語
は
マ
レ
ー
語
、
英
語
、
北
京
語
、
タ
ミ
ル

語
が
公
用
語
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
で

最
も
使
わ
れ
て
い
る
の
は
英
語
で
す
。

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
】

　

平
成
18
年
度
よ
り
、
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル
に
生
徒
の

受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の
と
き
に
、
今
回
の
交
流
を
記
念
し
て
、
お
互
い
の
学
校
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
が
授
業
に
入
る
と
、
引
率
者
と
Ａ
Ｅ
Ｓ
関
係
者
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
校
関
係

者
と
の
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
と
て
も
心
配
し
て
く
れ
て
お
り
、
温
か
い
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン・イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・ス
ク
ー
ル（
Ａ
Ｅ
Ｓ
）と
の
交
流
】

団長 西
にし

 理
まさし

（椎葉中学校長）

▲交流記念品の交換

▲引率者の意見交換会

特集『一歩』



Public Relations of  SHIIBA �2011（H23）10月号

特集『一歩』椎葉っ子　5日間の足跡
7月27日（水）

17：00
バスでホテルへ
移動
移動中に見える景
色に感動。
みんなカメラで撮
影してました。

16：10
AESの生徒が
お出迎え
お互いの代表生徒
が挨拶。

15：50
入国審査
初めての経験に
少し緊張気味。

15：20
チャンギ空港に
到着
長旅に少し疲れた
模様。

10：15
福岡空港から出発
いざシンガポール
へ！

4：00
出発式
まだ暗い中、たく
さんの方が見送り
に来てくれました。

7月28日（木）

9：30
AESに到着
AESの生徒が
歓迎してくれまし
た。

10：00
歓迎セレモニー
みんな英語で自己
紹介。
緊張しました。

11：00
AES生徒と交流会
はじめは緊張して
いましたが、あっ
という間に溶け込
んでいました。

12：20
交流ランチ
辛かったけどおい
しくいただきまし
た。

13：00〜
体験学習
AESの生徒といっ
しょに体験学習。
現地の郷土料理の
調理や染め物をし
ました。

18：00〜
ホストファミリー
と対面式
どきどきのホーム
ステイが始まり
ます。

18：30
夕食
海鮮鍋をみんなた
くさん食べました。

※AES＝アサンプション・イングリッシュ・スクール
　　　　（派遣先の学校のこと）
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7月31日（日）

特集『一歩』

7月29日（金）

7：15
登校
日本と比べると登
校時間が早いです。
まだ薄暗いですね。

9：00
授業
化学の実験を行い
ました。

10：00
休憩
食堂で好きなもの
を注文して食べま
した。

13：30〜
ヘリテイジ・レース
シンガポールの町
をゲームをしなが
ら散策しました。

15：00
ヘリテイジ・レース
散策中にチャイナ
タウンで買い物も
しました。

18：00
それぞれホスト先
に移動
2日目のホームス
テイ。
ホストファミリー
と楽しい時間を過
ごしました。

7月30日（土）

12：30〜
お別れランチ
午前中はホスト先
で過ごしお昼に集
合し、ホストファ
ミリーといっしょ
に昼食。

18：00
ナイトサファリ
夕食はバイキング
動物を見た後、買
い物をしました。

22：00
チャンギ空港到着
チェックインし、い
よいよお別れです。
見送りにたくさん
来てくれました。
別れに涙する生徒
もいました。

23：00
出国手続
最後の挨拶を交わ
し、再会を約束し
ました。

6：00
飛行機で１泊
みんなぐっすり寝
ています。
飛行機はとても冷
房が効いてて寒
かったです。

11：30
解団式
お弁当を食べた
後、解団式を行い
ました。
あっという間の５
日間でした。

椎葉っ子　5日間の足跡

様々なことを経験し、考え、行動した5日間。
今回の経験で一回りも二回りも大きく成長しました。
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特集『一歩』

　

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
で
し
た
。
行
く
前
日
は
、
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し

て
楽
し
み
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
く
と
、
外
国
に
来
た

と
い
う
実
感
は
あ
ま
り
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
空
港
で
た
く
さ
ん
の
外
国
人
が

英
語
で
話
す
の
を
見
る
と
、
少
し
ず
つ
外
国
に
来
た
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
体
験
や
出
来
事
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
で
す
。
私
が
お
世
話
に
な
っ

た
ク
リ
ス
タ
ル
は
、
日
本
語
が
少
し
話
せ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ク
リ
ス

タ
ル
の
家
族
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く
て
自
然
に
笑

顔
に
な
れ
ま
し
た
。
英
語
で
話
し
て
い
る
と
、
想
像
し
て
い
た
の
と
は
違
っ
て
、

話
す
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
て
単
語
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
し
か
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ず

焦
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
と
か
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
翌
日
、
学
校
へ
登
校
し
て
行
く
と
、
ほ
か
の
生
徒
達
が
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け

て
き
て
く
れ
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
と
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。

　

２
つ
目
は
、
理
科
と
美
術
の
授
業
体
験
で
す
。
理
科
の
時
間
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
実
験
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
炎
の
色
が
変
わ
る
実

験
、
風
船
を
割
ら
ず
に
針
を
突
き
通
す
実
験
、
コ
カ
コ
ー
ラ
の
中
に
ラ
ム
ネ
（
？
）

を
入
れ
る
実
験
な
ど
で
す
。
そ
の
中
で
も
１
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
風
船
を

割
ら
ず
に
風
船
を
針
で
つ
き
通
す
実
験
で
す
。
最
初
は
風
船
が
割
れ
る
の
が
怖

く
て
恐
る
恐
る
で
し
た
。
１
，
２
回
割
れ
て
失
敗
し
ま
し
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
生
徒
が
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
美
術
の
時
間
で
は
、
い
ろ
ん
な
マ
ー
ク
を
紙
に
映
し
て
い
く
こ
と
を
し

ま
し
た
。
見
学
し
て
い
る
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
先
生
に
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
渡
さ

れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
生
徒
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思
っ
て

い
た
以
上
に
上
手
く
で
き
、
１
つ
の
お
土
産
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

４
泊
５
日
は
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
短
く
て
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

不
安
い
っ
ぱ
い
の
中
、
椎
葉
村
を
離
れ
、
そ
し
て
日
本
を
離
れ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
、
朝
４
時
に
椎
葉
村
か
ら

福
岡
空
港
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
約
６
時
間
か
け
て
チ
ャ
ン
ギ
空
港
ま
で
行
き
ま

し
た
。
入
国
審
査
が
終
わ
り
そ
こ
を
抜
け
る
と
、ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ａ
Ｅ
Ｓ
）
の
生
徒
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｓ
の
生
徒
た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
理
科
に
実
験

や
料
理
作
り
な
ど
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
と
は
違
い
、
使
わ
れ
て
い
る
道

具
は
ど
れ
も
見
た
こ
と
が
な
く
、
使
い
方
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ａ
Ｅ
Ｓ

の
生
徒
は
心
優
し
く
何
で
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
が
、
僕
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

で
独
特
の
料
理
や
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
し
た
。
食
べ
物
が
ど
れ
も
辛
く
、
汗
が

た
く
さ
ん
出
る
ほ
ど
で
し
た
。
文
化
の
違
い
を
味
覚
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
心
配
だ
っ
た
英
会
話
も
、
自
分
が
言
い
た
い

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
く
れ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
通
じ
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
身
振
り
手
振
り
で
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
友
好
の
翼
事
業
を
通
し
て
自
分
に
と
っ
て
新
し
く
、
良

い
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
最
初
も
っ
て
い
た
不
安
も
帰
国
し
て
く
る
時

に
は
、
嬉
し
さ
と
思
い
出
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ま
だ
、
お
り
た
い
ね
ー
。
帰
り
た
く
ね
ー
。」
と
チ
ャ
ン
ギ
空
港
で
は
そ
ん
な

言
葉
が
た
く
さ
ん
飛
び
交
っ
て
い
た
。

　

今
年
は
、
Ａ
Ｅ
Ｓ
の
生
徒
は
椎
葉
村
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
。
で

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を

続
け
、
関
係
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

『
海
外
で
の
出
会
い
』　　
　
　
　

 

松
尾
中
学
校　

山
本　

晃
平

　

今
回
参
加
し
た
生
徒
た
ち
全
員
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
椎
葉
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
代
表
し
て
２
人
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
思
い
出
』　
椎
葉
中
学
校　

黒
木　

千
広
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町
村
会
だ
よ
り

村のできごと

椎葉
晃充
村長の

9月の
動き

１
日　

庁
議

２
日　

県
乾
椎
茸
生
産
者
大
会
（
高
千
穂
町
）

５
日　

消
防
部
長
会

７
日　

命
の
道
高
速
道
整
備
推
進
大
会

８
日　

全
国
町
村
会
理
事
会
（
東
京
都
）

　
　
　

政
務
調
査
会
経
済
農
林
委
員
会

10
日　

第
25
回
ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
（
予
選
）

11
日　

第
25
回
ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
（
決
勝
）

12
日　

９
月
定
例
議
会
（
〜
20
日
）

16
日　

全
国
道
路
利
用
者
理
事
会
（
東
京
都
）

22
日　

椎
葉
中
学
校
体
育
大
会

23
日　

松
尾
中
学
校
・
地
区
合
同
体
育
大
会

25
日　

椎
葉
村
高
齢
者
福
祉
ま
つ
り

26
日　

入
札
会
、
議
運
、
第
６
回
臨
時
議
会

30
日　

日
之
影
町
60
周
年
記
念
式
典
（
日
之
影
町
）

　８月25日に、平成23年度の第２回臨時総
会終了後に「知事と町村長との意見交換会」
が開催されました。
　意見交換会では、福島原発事故に伴う本
県農畜産物への影響と対策など、活発な意
見交換が行われました。

　

９
月
４
日
、
住
民
約
70
人
が
集
ま
り
、

福
祉
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
、
綾
心
塾
の
綾
部
正
哉
氏
（
小
崎
）

の
講
演
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を

用
い
た
運
動
教
室
も
行
わ
れ
、
み
ん
な

で
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　
（
仲
塔
地
区
モ
ニ
タ
ー　

花
田
勝
次
）

仲塔公民館で
福祉講演会開催 !

椎
葉
チ
エ
カ
さ
ん
（
向
山
日
添
）

　

１
０
２
回
目
の
お
誕
生
日
！

　９月10日、平寿園において、102歳の
誕生日を迎えられた椎葉チエカさんに村
長より記念品が贈られました。
　いつまでもお元気でいてくださいね。

９
月
期 

子
牛
郡
共
進
会

　
　

椎
葉
村
が
育
成
の
部
で
総
合
優
勝
！

「
さ
か
え
５
号
」が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
! !

　９月１日に行われた子牛郡共進会に
おいて、育成の部で本村が総合優勝。
甲斐俊光さん（雨木）の「さかえ５号」は育
成の部全体でグランドチャンピオンとな
り、10月14・15日に行われれる県畜産共
進会に東臼杵郡代表として出場します。
　また、去勢子牛の部で「松富士号」
花田友雄さん（胡麻山）が優等首席、

「しいば52号」尾前牧場（矢立）が優等三
席に選ばれました。

▲グランドチャンピオン「さかえ５号」

　

愛
知
県
の
株
式
会
社
恒こ

う

進し
ん

製
作
所
よ
り
毎
年
車
い
す

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
も
５
台
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
病
院
と
平
寿
園
で
活
用
さ
れ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

車いすの寄贈

▲病院に３台、平寿園に２台設置されま
した。
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村のできごと
　

９
月
３
日
、
４
日
に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
青
年
大
会
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
で
最
終
回
に
６
点
差
を
ひ
っ
く
り
返
し
逆
転
勝
利
。
そ
の
勢
い
の

ま
ま
決
勝
で
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
男
・
女
）、
軟
式
野
球
の
部
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

健
闘
し
ま
し
た
。

▲最年少出場者の
　梅

うめ

野
の

リ
り

菜
な

ちゃん（６歳・宮崎市）

平
成
23
年
度
宮
崎
県
青
年
大
会

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部　

優
勝
！

▲上段から、ソフトボール
　軟式野球
　バレーボール（女子）

第25回　ひえつき節日本一大会

　椎葉に伝わる民謡「ひえつき節」。２日間にわた
り、村内外から225人が出場し、自慢の歌声が競わ
れました。
　優勝者は次のとおりです。

（９月10日、11日・開発センター）

【正調の部】
　請

う け

田
だ

 美
み

香
か

さん（門川町）

【一般青壮年の部】
　有

あ り

田
た

 伊
い

津
づ

美
み

さん（宮崎市）

【一般高寿年の部】
　山

や ま

口
ぐ ち

 重
し げ

利
と し

さん（西都市）

【少年少女の部】
　岩

い わ

本
も と

 希
のぞみ

さん（宮崎市）

▲優勝者の皆さん。
　左から有田さん、岩本さん、山口さん、請田さん

約40年ぶりに復活!
盆御供養踊り

（９月９日・不土野 古枝尾地区）

　不土野古枝尾地区の八幡神社に伝わる
「盆御供養踊り」は、八幡様の家来の供養
のために踊った念仏踊りの続きとして、昭
和40年頃まで行われていました。
　しかし、高齢化や継承等の問題により、
約40年間踊られていませんでした。
　今回、古枝尾神楽保存会が盆御供養踊り
を復活させ、40数年ぶりに供養が行われま
した。
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カメラ さんぽ

▲熱演に皆さん涙しました▲99歳の中瀬良雄さん（狩底）
　元気の秘訣は「好き嫌いせ

んで何でも全部食べる！」

▲笑顔が素敵ですね

▲作文朗読をしてくれた
　蔵

ぞう

座
ざ

 初
はつ

音
ね

さん（左）と西
にし

 陽
はる

那
な

さん（右）

第３回　椎葉村高齢者福祉まつり
（９月25日・村体育館）

　５年に１度開催される高齢者福祉まつり。台風15号の影響で延期になっていま
したが、無事開催することができました。
　村内の高齢者、関係者633人集まり、歌謡ショー、フラダンス、松尾一座「とき
たま」による劇など、楽しい時間を過ごしました。
　中でも「ときたま」の寸劇では、笑いあり涙ありでとても感動していたようです。
　これからも元気に長生きしてくださいね！

今年も咲いた！「ゲッカビジン」
　大河内矢立地区の椎葉満さん宅で今年も「ゲッ
カビジン」が開花しました。
　一晩だけ咲く花。神秘的ですね。

（撮影者 椎葉藤香さん）

　

新
庁
舎
に
使
用
さ
れ
る
国
有
林
の
ツ
ガ
や
シ
オ

ジ
な
ど
全
６
種
類
の
雑
木
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
が
３
０
０
年
以
上
の
銘
木
で
、
特

別
職
室
や
応
接
室
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

新庁舎木質化計画進行中!
（９月１日・三方界 門割林道）



開催間近！ 村民みんなで祭りを 盛り上げましょう！！
【問い合わせ先】
「椎葉平家まつり」実行委員会 事務局
☎０９８２−６７−３２０３
無料☎７−６７−００３１（００３２）
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開催間近！ 村民みんなで祭りを 盛り上げましょう！！

15

椎
葉
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
！

　
　

名
前
は
「
お
つ
る
ち
ゃ
ん
」

　

村
内
外
か
ら
約
１
４
０
の
応
募
作
品
が
集
ま
り
、
選
考
会
の
結
果
、
下
の
「
お

つ
る
ち
ゃ
ん
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
の
は
、
椎
葉
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
、
大
阪
市
の
塩し

お

崎ざ
き

榮え
い

一い
ち

さ
ん
。

　

「
お
つ
る
ち
ゃ
ん
」は
平
家
ま
つ
り
に
初
登
場
す
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！



職場の問題
抱えていませんか？

　宮崎県労働委員会では、労働者個
人と使用者との職場でのトラブル相
談を、随時、秘密厳守、無料でお受
けしています。
　日頃、感じておられる職場での疑
問など、何でも結構ですので、お気
軽にお問い合わせください。
■日時　10月１日（土）〜７日（金）
　　　　平日　8：30 〜 20：00
　　　　土日　9：00 〜 17：00

※土曜、日曜にお越しの際には、
事前に電話連絡をお願いします。

■対象者　県内の事業所などに勤務
する労働者および使用者

■場所　宮崎県労働委員会事務局
　　　　宮崎市橘通東１-９-10
　　　　（県庁３号館６階）
■相談方法
　面談・電話・メール・ＦＡＸ等
■問い合わせ先
　宮崎県労働委員会事務局
　☎０９８５−２６−７２６２
　０９８５−２０−２７１５
　E-mail  rohdohi@pref.miyazaki.lg.jp

森とむらのフェスティバル
開催のご案内

　美郷町西郷区にあります宮崎県
林業技術センターでは、「森とむ
らのフェスティバル」が開催され
ます。
　試験研究に関する展示のほか、
トールペイントなどの各種教室や、
うどんやシイタケの試食、ふるさと
特産品の販売も予定されています。
　ぜひ、ご参加ください。
■日時　11月５日（土）
　　　　10：00 〜 15：00
■場所　美郷町西郷区田代
　　　　宮崎県林業技術センター内
■内容
（学　ぶ）試験研究展示
　　　　　チャレンジ「樹木博士」

（楽しむ）木工教室
　　　　　トールペイント教室
　　　　　葉脈しおり教室など

（味わう）うどん・シイタケ試食
　　　　　ふるさと特産品販売

■会場　役場 第２会議室（２階）
■相談内容

①一般的な登記相談（不動産（土
地・建物）、商業、法人）

②各種登記申請書作成支援（申請
書、遺産分割協議書等）

③現地の事前確認（地目変更およ
び建物滅失等）

④登記事項証明書等各種証明書交
付申請書の作成および郵送手続
等

■問い合わせ先
　役場 税務住民課 地籍グループ
　☎６７−３２０５
　無料☎７６７−００５１（００５２）

■問い合わせ先
　宮崎県林業技術センター
　☎０９８２−６６−２８８８

法務局「登記相談所」
開設!

　宮崎地方法務局は、登記所が廃止
された地域における登記行政サービ
スの向上を図る目的として、相談所
が開設されます。ぜひこの機会にご
利用ください。
■開催日時
　11月15日（火）13：00 〜 17：00
　11月16日（水）9：00 〜 12：00

三者合同相談の開設について
（行政相談・心配ごと相談・人権相談に関する相談）
　平成23年10月17日（月）から10月23日（日）は「秋の行政相談週間」です。
　行政相談員制度は、今年度に発足50周年を迎えました。今後も制度につ
いて理解を深め、より一層利用していただくために、本村では三者合同相
談を開催します。
　日頃抱いているお悩み等はございませんか。各分野の専門家があなたの
相談に応じます。相談は無料、秘密は守られます。
　この機会にぜひご利用ください。
■日時　10月18日（火）10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■内容　行政相談・心配ごと相談・人権相談
　　　　※詳しくは下記をご覧ください。
■問い合わせ先　役場 総務課 行政グループ
　　　　　　　　☎６７−３２０１
　　　　　　　　無料☎７６７−００２１

〜相談部屋はそれぞれ個室で設けています〜
●行政相談（相談員：椎葉洋子氏）
　・行政に関する苦情や要望がある
　・行政制度や仕組みがわからない
　・どこに相談してよいかわからない　など
●心配ごと相談（相談員：椎葉キヨ子氏）
　・心の悩み
　・家族関係等でお困りの方
　・金銭関係でお困りの方
　・日常生活において心配なことやお困りの方　など
●人権相談（人権擁護委員：橋本浩美氏・荒竹トシ子氏）
　・金銭貸借、売買、相続、登記関係、借地借家、いじめ、体罰、
　　婚姻および離婚、名誉信用　など

※相談内容で、弁護士に引き継いだ方がよいと思われる事案に関しては、
次週の弁護士無料相談にて受付予約を行います。

　■日時　10月26日（水）10：00 〜 12：00
　■場所　すこやか館

お 知 ら せ
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税の納期（10月分）
　納期限内に納めましょう。

【村（県）民税】（３期）
【国民健康保険税】（５期）
■納　期　限　10月31日（月）
■口座振替日　10月26日（水）
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　☎６７−３２０５
　無料☎７６７−００５１（００５２）

差押えの話
滞納は許さない!

　「いきなり差し押さえをされた。
あんまりではないか。」と言われる
方がおられます。
　税は、納期限内納付が大原則です。
　地方税法には、督促発送日から10
日過ぎても完納されなければ、差し
押さえをしなければならないと明記
されています。
　しかし、本村では、督促後も何度
か本人とお会いしたり、予告書を送
付したりしたうえで差し押さえを
行っています。
　税金は、差し押さえられるから払
うものではなく、払わなければなら
ないものなのです。
　納税は、日本国民の三大義務のひ
とつなのですから・・・
■問い合わせ先
　税務住民課 税務グループ
　☎６７−３２０５
　無料☎７６７−００５１（００５２）

不動産公売会のお知らせ
　県と市町村は、滞納処分により差

　椎葉 博保 行政書士
　☎６７−３５２５

ちゃんと座らせていますか？
チャイルドシート

　皆さん、お子さんはちゃんとチャ
イルドシートに座らせていますか？
　よくお父さん、お母さん又はおじ
いちゃん、おばあちゃんが助手席や
後部座席に幼児をだっこして乗って
いるのを見かけます。おばあちゃん
の膝の上でおとなしく座っている姿
を見るとほほえましいような光景です
が、実はとても危険なことなのです。
　車が時速50㎞で衝突したとき、10
㎏の物体の重さは何倍になって飛び
出すでしょうか？なんと、30倍です。
つまり、10㎏の重さは300㎏になっ
て前に飛び出します。幼児の場合は
どうなるでしょう。仮に10㎏の幼児
だとすると同じように300㎏の重さ
で前に飛び出すのです。これは、ボ
ディビルダーみたいな屈強な男性で
も支えられるものではありません。
　チャイルドシートは高価ですし、
子どもも座るのを嫌がります。でも、
子どもの安全とは何なのか、もう一
度考えてみてください。
■宮崎県委託チャイルドシート使用

およびシートベルト着用普及推進員

10月は土地月間です!
　国土利用法では、一定面積以上の
土地売買を行った場合、土地の権利
取得者は契約日から起算して２週間
以内に土地の所在する市町村長を経
由して、知事に届け出ることが義務
づけられています。（山林等も同じ）
■届け出が必要な土地の面積

① 市街化区域　　　　2,000㎡以上
② ①以外の都市計画区域

                     5,000㎡以上
③ 都市計画区域外　10,000㎡以上

　土地の有効利用の実現のため、村
民の皆さまのご理解とご協力をお願
いします。
■問い合わせ先
　役場 地域振興課 企画情報グループ
　☎６７−３２０３
　無料☎７６７−００３１（００３２）

し押さえた不動産を公売します。
　詳しくは日向県税・総務事務所に
お問い合わせください。（10月以降
は県のホームページに情報が掲載さ
れます。）
■日時　11月９日（水）
　　　　12：30開場
　※午後１時までにご来場ください
■場所　宮崎県庁７号館744号室
■問い合わせ先
　日向県税･総務事務所 納税管理課
　☎０９８２−５２−４１４８

※本村は、不動産（建物）差押物件
を保有していますが、今回の公
売会には参加していません。

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
　相談は無料、相談内容などの秘密
は堅く守られます。
■期日　10月11日・11月８日
　　　　毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎６７−３２０１
　無料☎７６７−００２１

いつも身近な相談相手
「行政書士無料相談会」
　行政書士による無料相談会が行わ
れます。お気軽にお越しください。
■期日　10月12日（水）
■時間　13：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■相談内容
　相続・遺言に関すること
　契約書・示談書・内容証明書
　建設業等各種営業許可
　農地転用や開発行為について
　法人設置手続
　その他官公署に提出する書類
※電話での相談もお受けいたします。
■問い合わせ先
　甲斐 正春 行政書士
　☎６９−３２００
　那須 太 行政書士
　☎６７−１６０４

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●９月１日現在
　男　　1,476人（±0）
　女　　1,518人（±0）
　計　　2,994人（±0）
世帯数　1,236戸（±0）
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１
日　

予
防
接
種
（
三
混
）

３
日　

文
化
の
日

５
日　

郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　

県
中
体
連
秋
季
体
育
大
会

６
日　

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

８
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

９
日　

子
牛
セ
リ
市
（
〜
10
日
）

10
日　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
大
会

11
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
（
〜
13
日
）

13
日　

県
中
学
校
駅
伝
大
会

16
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

　
　
　

秋
の
防
火
査
察

19
日　

郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　

村
・
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

20
日　

と
び
が
ち
大
会

　
　
　

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　
　
　

家
庭
の
日

22
日　

予
防
接
種
（
三
混
）

23
日　

勤
労
感
謝
の
日

29
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

郡
肉
用
牛
改
良
増
頭
研
修
会

11
月
の
主
な
行
事
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BOOK  CORNER

おすすめの１冊 図書室だより

年長（５歳）

椎
しい

葉
ば

 旭
あ

晴
せい

 くん

　

こ
の
図
鑑
に
は
、
た
く
さ
ん
の
昆

虫
が
の
っ
て
い
ま
す
。
か
っ
こ
い
い

昆
虫
の
写
真
が
大
好
き
で
、
毎
日
見

て
い
ま
す
。

『
動
く
図
鑑 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

昆
虫
』

【
講
談
社
】

年中（４歳）

椎
しい

葉
ば

 希
の ぞ み

望 ちゃん

　

ブ
タ
く
ん
が
不
思
議
な
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
や
さ
ん
と
出
会
い
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
化
け
て
、
い
た
ず
ら
し

た
り
す
る
楽
し
い
絵
本
で
す
。

『
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
さ
ん
』

【
み
つ
ば
ち
文
庫
】

〔
著
〕
み
や
に
し 

た
つ
や

52

戸
籍
だ
よ
り
（
８
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

丈た
け

紘ひ
ろ  

く
ん

（
鹿
野
遊
）
正
彦
・
ゆ
か
り 

さ
ん

　
　

坂
元 

舜し
ゅ
ん  

く
ん

（
鶴
の
平
）
堅
・
充
子 

さ
ん

　
　

椎
葉 

珂か
の
ん音  

ち
ゃ
ん

（
本　

郷
）
隆
博
・
美
香 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉 

均 

様
（
93
歳
）尾　

向
（
尾
手
納
）

　

阪
本 

忠
敏 

様
（
83
歳
）

大
河
内
（
合
戦
原
）

　

椎
葉 

道
生 

様
（
尾
手
納
）

（
故 

椎
葉 

均 

様
）

　

阪
本 

房
子 

様
（
合
戦
原
）

（
故 

阪
本 

忠
敏 

様
）

香
典
返
し

（
８
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎0982−67−2850
無料☎767−0081（0082）

小崎児童館

　
「
走
り
た
く
な
る
環
境
」
に
囲
ま

れ
て
い
る
本
村
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

う
っ
て
つ
け
！
楽
し
く
走
っ
て
体
を

健
康
に
。「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
！
」

で
も
大
反
響
の
１
冊
。

　

家
族
・
社
会
・
恋
愛
と
性
・
友
情

と
愛
情
・
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
答

え
の
出
な
い
根
深
い
「
謎
」
が
多
く

な
っ
て
く
る
。
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す

た
め
の
１
冊
。大
人
に
も
オ
ス
ス
メ
。

『
14
歳
か
ら
の
哲
学

−

考
え
る
た
め
の
教
科
書

−

』

【
出
版
社
】
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー

（
著
）
池
田 

晶
子

『
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
健
康
法
』

【
出
版
社
】
朝
日
新
聞
出
版

（
著
）
田
中 

宏
暁



こ
の
時
期
は
、
毎
週
何
か
と
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
▼
学
校
行
事
や
村
の
イ
ベ
ン
ト

と
体
が
ひ
と
つ
じ
ゃ
足
り
な
い
で
す
▼
来
月
は

い
よ
い
よ
平
家
ま
つ
り
。
今
年
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
お
つ
る
ち
ゃ
ん
」
の
登
場
で
盛
り
上
が
り
そ
う

で
す
▼
去
年
の
反
省
を
活
か
し
て
、
今
年
は
良

い
写
真
が
た
く
さ
ん
撮
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
て
、
印
象
的

だ
っ
た
の
は
生
徒
た
ち
の
順
応
性
の
高

さ
で
し
た
。
は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
片
言
の
英
語
と
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
す
ぐ
に
現
地
の
生
徒
に
溶
け

込
ん
で
い
ま
し
た
。
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
が
あ
れ
ば
、
世
界
は
い
く
ら
で
も
広

が
る
ん
で
す
ね
。

　

ま
た
、
海
外
に
行
っ
て
自
分
の
住
む

日
本
、
椎
葉
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
徒
た
ち
は
今
回
経
験
し
た
こ

と
を
今
後
の
人
生
の
糧
に
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。
引
率
し
た
私
も
生
徒
た

ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

『
一
歩
』
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢
に
来
て
を
り
ち
ち
ろ
虫	

小
丸
川　

隆
信

［
評
］
早
く
も
虫
の
季
節
。
今
夜
は
吾
が
家
の
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
鳴
き
だ
し
た
。

そ
っ
と
戸
を
あ
け
て
み
る
。い
く
つ
か
あ
る
鉢
の
辺
り
か
ら
涼
し
い
虫
の
音
。

作
者
は
十
分
に
秋
を
満
喫
し
て
静
か
に
戸
を
閉
め
た
。「
ち
ち
ろ
」
と
は
音

楽
性
を
よ
く
表
現
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
誰
が
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。

芋
の
葉
に
遊
ぶ
こ
ろ
こ
ろ
露
の
玉	

山
本　

和
枝

［
評
］
原
句
は
〈
こ
ろ
こ
ろ
と
芋
の
葉
に
遊
ぶ
露
の
玉
〉
で
あ
っ
た
が
《
芋
の
葉
に

遊
ぶ
こ
ろ
こ
ろ
露
の
玉
》
と
添
削
し
た
。
原
句
は
散
文
性
が
強
く
、
掲
載
句

は
五
七
五
の
韻
文
性
が
深
く
な
っ
た
と
思
う
。
和
枝
さ
ん
如
何
。

湯
上
が
り
の
癒
す
一
献
月
天
心	

中
瀬　

汀

［
評
］
湯
上
が
り
に
呑
む
お
酒
は
ま
た
楽
し
い
も
の
。
時
に
月
は
一
番
美
し
い
夜
。

癒
さ
れ
る
も
の
は
癒
さ
れ
、
明
日
へ
の
活
力
が
ま
た
湧
く
。

《
佳
作
》

健
や
か
で
喜
寿
を
む
か
え
て
夕
瑞
居

那
須　

瑞
穂

新
涼
や
佳
き
日
の
朝
授
か
り
し

那
須　

正

悲
喜
あ
り
て
詩
を
思
う
な
り
賢
治
の
忌

黒
木　

八
重
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

今
年
も
尾
末
神
社
大
祭
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
尾
末
、
下
納
屋
、
上
納
屋
の
３
基

の
だ
ん
じ
り
が
早
朝
か
ら
夜
に
か
け
て
尾

末
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
だ
ん
じ
り

の
太
鼓
台
か
ら
の
音
や
乗
り
子
と
担
ぎ
手

の
威
勢
の
よ
い
は
や
し
言
葉
が
響
き
渡

る
、
勇
壮
な
お
祭
り
で
す
。

　

み
ど
こ
ろ
は
、
午
後
３
時
ご
ろ
に
門
川

漁
協
海
遊
物
産
館
「
う
み
す
ず
め
」
前
で

行
わ
れ
る
「
さ
し
く
ら
べ
」。
３
基
の
だ

ん
じ
り
を
高
く
持
ち
上
げ
勢
い
を
競
い
ま

す
。
約
２
ｔ
の
重
さ
の
あ
る
だ
ん
じ
り
が

一
斉
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
姿
は
迫
力
満
点

で
す
。
ま
た
、
午
前
８
時
30
分
ご
ろ
と
午

後
３
時
30
分
ご
ろ
に
行
わ
れ
る
宮
め
ぐ
り

で
は
、
だ
ん
じ
り
が
神
社
を
３
周
し
ま
す

が
、
だ
ん
じ
り
を
地
面
に
つ
け
て
は
な
ら

ず
、
担
ぎ
手
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
男
の

プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
担
ぎ
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
：
11
月
20
日（
日
）

■
会　

場
：
尾
末
神
社
〜
門
川
漁
業
協
同

　
　
　
　
　

組
合
周
辺

門　

川　

町

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

■問い合わせ先
　門川町産業振興課
　商工観光係
　☎０９８２−６３−１１４０

『
尾
末
神
社
秋
の
大
祭
開
催
！
』
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　キシメジ科シイタケ属の食用菌で、北海道から沖
縄までの日本と、東アジアや東南アジア、ニュージー
ランドにも自生しています。生シイタケは群馬県や栃
木県、徳島県、北海道が主な産地になっており、干し
椎茸は大分県と宮崎県で多く作られています。シイタ
ケはその名のとおりシイ類からも発生しますが、生産
に用いられる原木としてはクヌギが代表的で、コナラ
やミズナラ、シデ類、クリなども用いられます。かつ
ては原木に切れ込みを入れて胞子が付くのを期待す
る不確定な作り方でしたが、種駒が開発されてから
は晩秋から翌春にかけて伐採した原木に春、種駒を
打ち、１年から２年伏せ込むことで、安定的にシイタ
ケが得られるようになりました。椎葉では江戸時代中
期、1740年頃には干し椎茸を年貢として人吉藩に納
めていた記録が残っています。今でも多くの人が生産
に携わっており、郷土料理には欠かせない存在です。

（九州大学演習林　壁村　勇二・内海　泰弘）

シイタケ
８椎葉の生き物

未来にはばたけ！

　ダンスが大好き！！ お姉ちゃんと運動会
で一緒に「マルモリ」を頑張って練習して踊
りま〜す♡

那な

須す 

絢あ
や

菜な 

ち
ゃ
ん

上
椎
葉
（
間
柏
原
）

フェイス！
Face 
in October

お
と
う
さ
ん
：
福
円 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
富
美
子 

さ
ん

平成21年７月14日生まれ

●44

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、笑顔のわを広げていきます。

　桑の実会といえば、「鶴富みそ」。国産大豆と麦にこだわり続けています。
　お姑さんたちのグループを引き継ぎ、新メンバーになって３年目。月１回ＯＢの方々の協力を得なが
ら味噌つきをしたり、椎茸佃煮、ゆずみその加工品を作っています。その他にもクッキー、平家ろーま
んなどのお菓子も作っています。椎葉ならではの手作り商品を是非ご賞味ください。

椎葉村むらおこしグループ
連絡協議会

桑の実会

大
河
内
（
大　

藪
）

中な
か
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千ち

里さ
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）

　７月末より大河内小の事務として福岡から椎葉に戻っ
てきました。小学生の頃から西米良育ちなので、これか
ら椎葉のことを知っていきたいと思います。

勤
務
先
：
大
河
内
小
学
校
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観
劇
、
映
画
鑑
賞
、
読
書


